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論 文 内 容 要 旨 
 
Long-term administration of fluvoxamine attenuates 
neuropathic pain and involvement of spinal serotonin 






























機械性アロディニアはラットの後肢足底に von Frey フィラメントを押し付け、逃避反応
を示すまでの閾値を測定することで評価した（von Frey test）。統計学的検討は two way 


























投与後 5週という時期までは、脊髄において 5-HT2A/2C受容体と 5-HT3受容体は侵害受容に関
与している可能性があると考えた。 
WAY-100635、Ketanserine、Ondansetron をフルボキサミン投与後 5週（STZ投与後 8週）
に髄腔内投与したが、抗アロディニア効果の抑制は認めなかった。糖尿病ラットにフルボ
キサミンを連日で経口投与した場合、長期間になると脊髄における 5-HT受容体の関与は減
弱する可能性が示唆された。しかし、薬剤投与後 5 週においてもフルボキサミンの抗アロ
ディニア効果は認められるため、その効果は脊髄における 5-HT1A受容体・5-HT2A/2C受容体・
5-HT3受容体以外の受容体や神経伝達物質等が関与している可能性が考えられた。 
結論として、糖尿病ラットに対するフルボキサミンの連日経口投与は、安定した抗アロ
ディニア効果を持続することが示された。さらに、糖尿病ラットへのフルボキサミン連日
経口投与により、脊髄における 5-HT 受容体(5-HT1A受容体・5-HT2A/2C受容体・5-HT3受容体)
の関与は経時的に変化する可能性が示唆された。 
